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【公表番号】特表2012-509691(P2012-509691A)
【公表日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-017
【出願番号】特願2011-531472(P2011-531472)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  18/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/36    ３３０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月12日(2012.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波療法治療装置であって、
　対象者の少なくとも喉頭の咽下動作を検出するための第１のセンサと、
　前記対象者の甲状腺組織および／または副甲状腺組織を検出するための第２のセンサと
、
　高密度焦点式超音波（ＨＩＦＵ）パルスジェネレータと、
　前記第１のセンサおよび前記第２のセンサの少なくとも一方からの信号に基づき、前記
ＨＩＦＵパルスジェネレータを制御するための制御手段とを備え、
　前記第１のセンサが咽下動作を検出した場合、前記制御手段は前記ＨＩＦＵパルスジェ
ネレータからのパルス生成を停止する、超音波療法治療装置。
【請求項２】
　前記制御手段はマイクロプロセッサを含む、請求項１に記載の超音波療法治療装置。
【請求項３】
　前記第２のセンサが、副甲状腺および／または甲状腺組織の位置が第１の位置から第２
の位置に変わったことを検出した場合、前記制御手段は、少なくとも１つのＨＩＦＵパル
スが前記第２の位置にある副甲状腺および／または甲状腺組織に集束するよう前記ＨＩＦ
Ｕパルスジェネレータを調整する、請求項１または２に記載の超音波療法治療装置。
【請求項４】
　前記第１のセンサは、歪ゲージ、距離を測定するためのレーザ、筋電図検査センサ、超
音波検査センサ、ＩＲＭセンサ、シンチグラフィセンサ、スキャンまたはペットスキャン
センサ、Ｘ線センサ、および上記のいずれかの組合せからなるグループから選択される、
請求項１～３のいずれか１項に記載の超音波療法治療装置。
【請求項５】
　前記高密度焦点式超音波（ＨＩＦＵ）パルスジェネレータは、副甲状腺の少なくとも一
部を含む治療ゾーンに位置付けられる焦点域を与えるよう動作可能である、請求項１～４
のいずれか１項に記載の超音波療法治療装置。
【請求項６】
　前記治療ゾーンは、副甲状腺の栄養血管を含む、請求項５に記載の超音波療法治療装置
。
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【請求項７】
　前記超音波療法治療装置は、殊に高密度焦点式超音波エネルギを前記治療ゾーンに向け
て照射する前および／または後に、前記治療ゾーンを制御するための手段、特に血管を特
定し、および／または前記治療ゾーンの血管の血流を制御するための手段、たとえばドッ
プラー超音波検査法用の装置を備える、請求項５または６に記載の超音波療法治療装置。
【請求項８】
　前記焦点域は、３５ｍｍまでの深さのターゲットに到達可能であるよう前記超音波療法
治療装置からある距離にある、請求項５～７のいずれか１項に記載の超音波療法治療装置
。
【請求項９】
　前記焦点域は、２４．５ｍｍまでの深さのターゲットに到達可能であるよう前記超音波
療法治療装置からある距離にある、請求項５～８のいずれか１項に記載の超音波療法治療
装置。
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